
　10．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる スーパー（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要で、３月までは行事関連商品
や耐久消費財、コモディティ・グッズが売れる。その反動で
４月は一旦消費が落ち込む。

コンビニ（販売促進担
当）

・消費税増税後の４月はわからないが、３月まではこのまま
の状況が続きそうだ。その要因の１つに、県内の量販店は１
月から税抜価格の表示に変えており、他も表示を変えるとこ
ろが増えている。消費者からみると非常に値頃感があり、安
く感じるようで、購買意欲は高まっている。４月以降、食に
関してはそこまで落ちることはないとみている。

その他小売の動向を把
握できる者［土産卸
売］（従業員）

・変動はあるかもしれないが、そのままの良い状況が続く。
お土産という商品の性格から消費税増税は大した問題ではな
い。

ゴルフ場（従業員） ・たまたまかもしれないが、来月、再来月は既に予約数が前
年比を上回っている。そのなかでも、単価の高い土日の
ウィークエンドに客が集中し、キャパシティオーバーで予約
を断る日も出てきており、うれしい悲鳴を上げている。少し
ずつ良くなってきている一方で、地元客の動きがそれほどな
いのが、若干の不安材料である。

やや良くなる 商店街（代表者） ・２、３月と消費税増税前の駆け込み需要があるのではと期
待しているため、景気は幾分か良くなる。

商店街（代表者） ・消費税増税前の駆け込み需要がそれなりにあると考えられ
るので、３月いっぱいまでは売上が上がり景気は良くなる。
しかし、増税後、どの程度落ち込むか心配である。

商店街（代表者） ・消費税増税の対策としてキャンペーンを打つ予定だ。しか
し、４月に入ると先行き不安になる。

一般小売店［生花］
（経営者）

・２月の中旬まで需要がないが、春先は、卒業や異動などで
花の需要が一番高まるため期待している。

百貨店（販売促進担
当）

・消費税増税前の駆け込み需要により、高額品の動きが良く
なっている。

百貨店（企画） ・消費税増税前の駆け込み需要による購買促進が期待され
る。

百貨店（営業統括） ・消費税増税前の駆け込み購買が出てくる可能性大である。
既に、宝飾、毛皮、家具等、一部の高額商品でその兆しが出
てきている。

百貨店（営業政策担
当）

・海外ブティックや時計・宝飾品といった高額品は、一服感
もありながら引き続き堅調な需要があり、今後も売上が大幅
に落ち込む与件はない。一方、雑貨・衣料品・日用品等で
は、前回ほどではないにせよ、消費税増税前の駆け込み需要
が発生すると考えられるため、３月末までは好調が続く。ま
た駆け込み需要が過熱気味でない分、４月以降の反動減も緩
やかと思われ、中長期的には景気回復が続く。

スーパー（店長） ・消費税増税前の駆け込み需要が影響するため、貯蔵の利く
加工食品などの売上増を予測している。

スーパー（総務担当） ・３月末までは、消費税増税前の駆け込み需要で耐久消費財
などの購入やまとめ買いが増える。

スーパー（経理担当） ・４月の消費税増税に備え、保存のきく食材や酒・タバコな
どのし好品などの買いだめが発生する。

スーパー（統括者） ・身の回りも明るい話が多くなっている。
スーパー（業務担当） ・消費税増税は顧客動向に影響を与えている。スーパーやＧ

ＭＳ店舗のような小売店では、まとめ買いによる一時的な販
売点数の増加が発生するのではないかと予測している。

衣料品専門店（店員） ・２、３月だけは消費税増税前の駆け込み需要で売上は上が
る。しかし、４月はその反動があるので、景気が良くなると
は言い難い。

家電量販店（店員） ・１月上旬は調子が良かったが、その後は尻すぼみになっ
た。原因はよく分からない。４月の消費税増税を控え、今が
買い時という店内掲示物を増やした結果、大分客の目に留ま
るようになってきている。消費税増税前の駆け込み需要があ
るため、やや良くなる。

家電量販店（総務担
当）

・消費税増税前の駆け込み需要に期待している。

家電量販店（広報・IR
担当）

・消費税増税前の駆け込み需要がある。

家電量販店（従業員） ・消費税増税前に買換えを考えている方が結構いる。
自動車備品販売店（従
業員）

・消費税増税前の駆け込み需要がくると考えられる。

家計
動向
関連

(九州)



その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・年間を通して１月が一番売上が下がる時期であるが、売上
や来客数は、前年同月比で若干増えている。これから３～４
月と春にかけて異動シーズンということもあり、コーヒーの
売上はさらに増えてくるものと予想される。

高級レストラン（専
務）

・鹿児島は、観光や各種大会に新幹線を利用する来訪者が多
く、そのなかでも少し単価の高い、珍しいものを望む客が少
し増えてきた。３月まではこの調子が続く。しかし、消費税
増税後はどうなるか分からない状態である。

観光ホテル（総務） ・今後３か月の収入予測より、やや良くなると判断した。
都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊部門と宴会部門の予約状況が好調に推移している。消
費税増税の影響を危惧していたが、前年比103％台と好調な
伸びが続いている。

都市型ホテル（総支配
人）

・宿泊の予約状況や宴会予約等の状況が、好転している。

旅行代理店（企画） ・前年より、旅行単価が上昇傾向にある。
通信会社（販売部） ・例年の傾向から、３月の卒業シーズンに向け中学３年生及

びその家族の需要が高まることが予想される。
通信会社（総務局） ・今後、ブラジルサッカーワールドカップや東京オリンピッ

クを控え４Ｋ・８Ｋテレビの普及も期待でき、契約数も徐々
にではあるが増加すると期待している。

競輪場（職員） ・売上が段々と良くなってきており、消費税増税となる年度
替わりまでこの状況が続く。

理容室（経営者） ・３、４月は卒業、入学シーズンなので客が少し動くため、
今月、来月より良くなる。

住宅販売会社（代表） ・現在建築関係は、大工や左官などの業種においても忙しく
なっている。２、３か月先も同様の忙しさという印象を受け
る。一方、工務店やメーカーにおいて、受注棟数が昨年の９
月以降伸びてない会社も多く、３か月先以降は不透明であ
る。

変わらない 商店街（代表者） ・売上は増加する時期だが、経済格差がはっきりと表れてき
ているので、景気としてはあまり変化はない。

商店街（代表者） ・４月からの消費税増税で先行き不安であるが、現状の客の
様子をみていると、悪くはならないと考える。

一般小売店［精肉］
（店員）

・光熱費が徐々にではあるが高騰しており、利益を圧迫しか
ねない。

一般小売店［鮮魚］
（店員）

・全く売れる気配がしない。売れそうな材料もない。

百貨店（業務担当） ・消費税増税を控え、消耗品・日用品の先買いや買いだめが
起こることが予想されるが、おしなべてみると客の買物に対
する慎重さは日増しに強くなってきている。

スーパー（経営者） ・今後の消費税増税に対して賃金の上昇状況が不明なので、
客の買い控えがあると予想される。

スーパー（店長） ・４月からの消費税増税に合わせ、商品の表示方法を変更す
る必要があるが、税抜価格で表示をすると客からの信頼度が
薄らいでいくようだ。３月になれば駆け込み需要はあるが、
現状では、少し買い控えがあるのか買上点数がまだ伸びてい
ない。

スーパー（店長） ・食料品業界と衣料品業界において消費税増税前の駆け込み
需要はそう期待できない。耐久消費財の自動車、家等は需要
増の見込みがあるかもしれないが、食料品、住居関連用品等
はあまり需要増が見込めないため、今の流れと変わらない状
況で推移する。

スーパー（総務担当） ・消費税増税導入前の買いだめに期待があるものの、同業種
間のし烈な顧客争奪合戦が更に激化すると予測され、全体の
集客増はあまり期待できない。一方、消費税増税に伴う表示
方法の変更コスト増も考慮しておく必要があり、一進一退が
続く。

コンビニ（エリア担
当・店長）

・消費税増税を控え、客の支出減少の可能性が考えられる。

衣料品専門店（店長） ・消費税増税の影響は今のところあまりみられない。消費税
が上がるのは決まっていることなので、その時はそれなりに
対処するしかないと考えているようだ。上がる前と上がった
後の変化は大してない。

衣料品専門店（取締
役）

・消費税増税前と増税後の売り方をどうするか、企業努力の
みで試行錯誤している。３月は増税前の駆け込み需要がある
が、４月以降は一旦は買い控えが起こる。

乗用車販売店（代表） ・変わるような雰囲気がない。
住関連専門店（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要が少しでてきたようだ。しか
し、景気そのものは良くなっている感じは地方ではなく、給
料が上がる話も聞かない。４月以降は不透明だ。



その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（統括）

・燃料油の小売価格が急に下がるような気配はないが、販売
はほぼ昨年並みの状況であり、灯油の販売シーズンはこのま
まの状況で推移する。

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・４月の消費税増税前の好影響は必ずあると考える。また、
エネルギー価格高騰も今後影響し、差し引きゼロになる。

高級レストラン（支配
人）

・常に安定は望めない。

観光型ホテル（スタッ
フ）

・４月の消費税増税を控え、客の動きがまだ読めない。

都市型ホテル（販売担
当）

・４月からの消費税増税に関して、取引会社の値上げと客に
対する当方の値上げがうまく伝わるかどうかが心配で、今後
が不安である。

都市型ホテル（副支配
人）

・ここ数か月、２、３月の受験シーズンを除けば大きな団体
の予約はないが、個人の予約が伸びている。

タクシー運転手 ・消費税増税、燃料費、又は物価の上昇に庶民の収入増が追
い付かない状況で、格差がますます広がっている。

タクシー運転手 ・プロ野球のキャンプ等はあるが、県外からの人の動きがあ
まり望めない。

タクシー運転手 ・県外の客の予約状況は良いが、地元の客の動きが今一つ
だ。

通信会社（業務担当） ・２月は１月同様、起爆剤となりうる新商品がないこともあ
り、来客数、販売台数ともに苦戦すると予想される。

住宅販売会社（従業
員）

・２、３月は年度末で物の動きが悪くなる。消費税増税に伴
い客の買い控えが出てくるので、少し景気は悪くなる。賃上
げベア交渉も影響してくる。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・３、４月は年度替わりで、卒業や入学、就職などの出費負
担がかなり大きい。家計を預かる者の財布のひもはかなり固
くなる。消費税増税を控え、買い急ぐ人が出てくる。

商店街（代表者） ・消費税増税前だが、地方の商店街において単価の低い品ぞ
ろえの店舗では、駆け込み需要はほとんどない。逆に、増税
後に備えた買い控えが懸念される。

一般小売店［青果］
（店長）

・半年ぐらい前から、客が消費税増税後の生活をそれなりに
想定しており、全体的に買い控えの傾向がある。消費税増税
後は、さらに買い控えが本格的になり、厳しい状況が続く。

一般小売店［茶］（販
売・事務）

・消費税増税前の駆け込み需要は関係なく、増税後は売上が
確実に減少するので不安も大きい。

百貨店（営業担当） ・売上、レジ客数、買上単価が上昇傾向にあったが、当月は
停滞に転じている。予約も順調だが、商品供給にやや不安が
ある。また、客の消費税増税前の駆け込み需要が早く出てお
り、対応策は実施するが増税後の反動減が懸念される。

百貨店（営業担当） ・消費税増税前の駆け込み需要にはそこまで期待していない
が、１月の状況をみるともう需要が発生しているようだ。
従って、客は２、３月にかなり価格の高いものを中心に購入
する。景気上向きとは言い難いが、売上は伸びる。

百貨店（営業担当） ・入店客数減や衣料、雑貨の売上減をみると、一部の外商客
を除き一般客の消費マインドは決して上がっていない。消費
税増税前の駆け込み需要は幾分あるが、４月以降の落ち込み
を考えると今より悪くなると推測する。

百貨店（売場担当） ・３月は消費税増税前の駆け込み需要があるが、４月以降は
かなり買い控えが生じるので、やや悪くなる。おそらく消費
税増税後のダウンは４、５月と２か月ぐらいは続く。それを
越すとほぼ平常状態に戻る。流れ的には決して悪くない状況
なので、おそらく５、６月は前年をクリアする水準に戻る可
能性があると期待している。

百貨店（店舗事業計画
部）

・消費税増税前の駆け込み需要と増税後の反動減で、差し引
きややマイナスと見込む。不要不急商品の購入が先延ばしと
なり、衣料品中心に苦戦を予想している。

スーパー（店長） ・我々のスーパーマーケット業界では、消費税増税前の駆け
込み需要をあまり多く期待できない。全体的な影響として
は、４月以降の反動減の方が大きいと考えざるを得ない。

乗用車販売店（従業
員）

・消費税増税前の駆け込み需要が終わると客の購入意欲がな
くなっていく。

その他専門店［書籍］
（代表）

・消費税増税の影響が多少出る。

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・消費税増税による買い控え及び節約により、やや悪くな
る。



高級レストラン（経営
者）

・当店は、接待での法人利用が多い。接待費等も消費税増税
を念頭にいれるだろうが、動きが良くなるのか、動かないの
かははっきりまだ読めない。当店のような業態においては、
消費税増税前の駆け込み需要がなく厳しい状況になる。

一般レストラン（経営
者）

・消費税増税の年になり、大きな買物の最終的駆け込み需要
が発生するため、飲食及びサービス業の利用は控えられるの
ではないかと考える。飲食業も値上げせざるを得ない状況で
あるため、しばらくは低迷する。

居酒屋（経営者） ・消費税増税により飲食業界は少し冷え込む。
旅行代理店（従業員） ・非常に好調であったが、ここにきて予約ペースが落ちてい

る。国内旅行は前年割れの状態となっている。
タクシー運転手 ・これから先、消費税が上がるので皆の財布のひもが非常に

固くなり、景気はいくらか悪くなる。
通信会社（企画担当） ・２～３月の季節要因を除き、契約数の純減が改善する見込

みが立っていない。
競馬場（職員） ・来客数や販売量が前年比を下回る傾向が続いている。
その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・４月からの消費税増税や診療報酬改定が、利用控えにつな
がる懸念がある。

その他サービスの動向
を把握できる者
［フィットネスクラ
ブ］（営業）

・消費税増税の影響でやや悪くなる。

設計事務所（所長） ・今月の新規資料が少ないので、３か月先は今月よりもやや
悪くなる。

設計事務所（代表） ・消費税増税の影響がある。
住宅販売会社（従業
員）

・消費税増税の影響でやや悪くなる。

悪くなる コンビニ（エリア担
当）

・３か月後、消費税の増税により客の購入意識に変化がある
ため、一時は厳しい状況が続く。

衣料品専門店（経営
者）

・消費税増税の影響が出る。

衣料品専門店（店長） ・アベノミクス効果が依然地方都市に波及せず、11月から毎
週イベントを打ち続けたが、来客数は減少するばかりで全く
効果がない。消費税増税前の駆け込み需要に期待したいとこ
ろだが、このままではその効果も期待できない。

衣料品専門店（総務担
当）

・３月は、消費税増税前の駆け込み需要で景気は一時的に良
くなるが、４月はその反動減も含め極端に悪くなると考えて
いる。

乗用車販売店（総務担
当）

・新車販売においては予想以上に消費税増税前の駆け込み需
要が大きい。４月以降はその反動減があり厳しい状況にな
る。

その他専門店［書籍］
（地区支配人）

・消費税増税の影響は軽微との論評もあるが、全くそうでは
ない。価格転嫁ができず、増税前の駆け込み需要も多く期待
できないため悪くなると予想する。

美容室（経営者） ・４月からは消費税増税となるので、非常に悪くなる。駆け
込み需要の反動減を心配している。客は買物で安いところを
狙っている。一般の商店街や個人商店が伸びていくような政
策を考えてほしい。

音楽教室（管理担当） ・転勤により退会される方が多いため、生徒数減少が大き
い。

良くなる 輸送業（従業員） ・４月の消費税増税を前にメーカーは増産体制を迫られてい
る。業界によっては生産が追い付かないところもあるよう
だ。３月の需要としては、例年同等、もしくは例年増し、昨
年12月よりも12％増しというところもある。しかし、その分
４、５月と落ち込みが激しくなることが予想される。短期的
には消費税増税前の駆け込み需要で物は動くが、年間通して
考えると景気が上向いているわけではない。

経営コンサルタント
（代表取締役）

・今後２、３か月後の景気は、消費税増税前の駆け込み需要
により明らかに良くなる。今から関連のセール等がかなり出
てくる。特に高額商品は相当数販売量が増える。ただし、４
月以降にその反動減が出てくる。

やや良くなる 農林水産業（経営者） ・２月は日数も少なく、原料不足もありあまり期待できな
い。３～５月は少しずつ原料肉が戻り、異動や行楽シーズン
も重なるため、かなり期待できる。放牧牛肉の相場価格が順
調なため今後は安定してくる。ただし、１月に解禁になった
タイからの鶏肉輸入が市場にどう影響を与えるのか、少し未
知数である。

企業
動向
関連

(九州)



食料品製造業（経営
者）

・昨年は九州外への観光客の流れが顕著であったため、客数
が大幅に減少し業績に大きな影響を与えた。今年は、４月か
らの消費税増税の懸念を払しょくすることはできないが、大
河ドラマの影響で、西日本・九州への誘客が見込めそうであ
るため、やや良くなると予想している。

家具製造業（従業員） ・２、３月は消費税増税前の駆け込み需要で、前年比120～
150％程度アップする見込みであるが、４月度以降の落ち込
みが心配である。一般家庭用の家具は受注を見込み、増産・
在庫積み増しをしているようだ。

出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・年度末は、消費税増税前の駆け込み需要が見込まれる。

電気機械器具製造業
（取締役）

・太陽光発電関連、地場公共事業など業者間の需給がひっ迫
している。

精密機械器具製造業
（従業員）

・受注先から受注量がかなり増え、作業人員も足りない状態
にある。これは、中国向けの家庭電化製品部品の影響であ
り、まだはっきりはしてないが、今後も増産計画になる。

建設業（従業員） ・４月からの消費税増税に伴う受注で景気は回復している
が、その反動でどうなるか不安材料はある。また、職人不足
による工期遅延などの問題がどうなるのかで景気は左右され
る。

輸送業（総務） ・消費税増税を目前にした３月は、更に荷動きが活発になる
と予測する。

通信業（経理担当） ・消費税増税前の駆け込み需要の効果が様々な方面に波及し
ていく。

金融業（調査担当） ・消費税増税後の４月以降を心配する話が多い。ただし、２
～３月までは良い流れが続く。

不動産業（従業員） ・商業施設の売上が上昇傾向にある。
広告代理店（従業員） ・この勢いで行けば消費税増税前の３月まで、前年を超える

売上が期待できる。
その他サービス業［物
品リース］（支社長）

・消費税増税前の駆け込み需要と製造業の好調により、やや
良くなる。当社もベースアップが決まった。

変わらない 農林水産業（従業者） ・畜産物の販売単価は、下がってはいないが上がらないため
厳しい状況になっている。

窯業・土石製品製造業
（経営者）

・消費税増税前の駆け込み需要により高額商品は割と購入さ
れているが、我々の低価格商品はそのような状態にない。今
後、増税により我々の受注関係が変わってくるのではないか
と心配している。

金属製品製造業（事業
統括）

・受注残は増加傾向だが、職人不足による工事延期で売上延
期が続いている。材料費の高騰、輸送費の高騰により、２、
３か月は変わらないとみている。

一般機械器具製造業
（経営者）

・引き合いや見積等は順調である。期待される消費税増税前
の駆け込み需要もさほど耳にしない。

電気機械器具製造業
（経営者）

・仕事量はやや増えているが人手を増やしていないので生産
コストが上がっている。人手不足だが、一から教育を始める
と時間が足りず大変難しい状況である。深刻な状況がきそう
だ。

その他製造業（産業廃
物処理業）

・消費者向けのメーカーは売価を上げることができるが、
メーカー向けの下請は逆に利益を削られているところが目立
つ。受注量が増えても絶対的利益は変わらないか、逆に悪く
なるところも出てくる可能性がある。

通信業（職員） ・省エネ関連の新サービスに対する補助金が終了しており、
次年度からの受注量を確保するためには原価低減と新しい
サービスの開発が必要となる。

金融業（従業員） ・円安による原材料価格の値上がりで収益悪化を見込む先が
増加している。また、消費税増税後の売上の反動減を懸念す
る先が少なくない。一方、設備投資を前向きに検討する先が
増えてきているほか、賃金を引上げる動きが徐々に広がりを
みせてきている。

金融業（営業） ・少なくとも消費税増税前の３月までは、現状の景気が続
く。又は上向きで推移すると考える。

経営コンサルタント ・業界を見回しても、新しい事業に取り組むことよりも、現
在の事業を確実にフォローするという消極的な受け身の姿勢
がみられる。

経営コンサルタント
（社員）

・消費税増税による影響の様子見である。

経営コンサルタント
（代表取締役）

・受注量や取引先から聞く業況により、この先しばらく良い
状況が続く。

やや悪くなる 繊維工業（営業担当） ・今よりはマシになっていくが、これからの時期は繁忙期な
ので、普通の受注では物足りない。結果的には例年と比べて
悪くなる。



鉄鋼業（経営者） ・既に受注していた建築物件の工事が進んでいるため、鉄筋
の出荷が増加し、販売量は堅調である。しかし新規の建築物
件の受注が少なく、今後、販売量は一時的に減少する。

一般機械器具製造業
（経営者）

・各メーカーの決算期にあたり、在庫調整の時期に入ってい
る。一方、消費税増税前の駆け込み需要も考えられるが、プ
ラスマイナスで考えるとどうかというという状況である。

輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・生産量の減少が計画に織り込まれている。

輸送業（総務担当） ・日常生活に必要な商品の取扱が多いが、出荷量は徐々に落
ちてきている。しばらくはこの状態が続く。

金融業（営業担当） ・大半の事業者は、消費税増税後の４月以降、物販を中心に
売上が落ち込むと予想しており、借入金返済金額の減額措置
を計画している顧客もいる。

広告代理店（従業員） ・１月の新聞折込受注枚数は、前年同月比98％と相変わらず
下回っている。消費税増税前の駆け込み需要を期待していた
が、消費者の購買意欲は一部の商品に限られている。消費活
動が活性化しないと販促費も増えない。このままでは、消費
税増税により直接ダメージを受けそうであり、折込業界にお
ける景気の回復はまだまだである。

その他サービス業［設
計事務所］（代表取締
役）

・消費税増税前の駆け込み需要による発注のピークは過ぎ、
１月に入って設計の新たな発注はかなり少なくなった。増税
前の新たな発注は見込めないと推察されるため、景気は悪く
なると予想する。

悪くなる 建設業（社員） ・わずかな繰越工事は発注されるが、平成26年度の予算が決
まらないうちは官公庁の発注は望めない。補正予算では賄い
きれない。ゼロ県債やゼロ国債の早期発注を希望する。

良くなる 人材派遣会社（社員） ・年度末、次年度に向けた求人依頼が堅調である。
やや良くなる 人材派遣会社（社員） ・昨年同様、年度末に向けた問い合わせがきている。また、

派遣から直接雇用に変える企業も数件でてきている。
人材派遣会社（営業） ・求人は確実に増加傾向にあるが、九州における今後の伸び

と消費税増税の影響は未定である。
新聞社［求人広告］
（担当者）

・北部九州は自動車関連産業が集積しており、好調な業績が
関連業種へも波及しつつあるようだ。

変わらない 求人情報誌製作会社
（編集者）

・景気の動きに連動して求人が発生しているのは建設土木業
ぐらいである。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・年度末まで求人件数は堅調に推移するが、消費税増税後は
一時的に求人にも影響がでてくると考えられる。

職業安定所（職員） ・企業の業績は上がってきてはいるものの、４月からの消費
税増税による消費の冷え込みが懸念されるため、横ばいで推
移する。

職業安定所（職員） ・有効求人倍率がかなり上昇傾向にあるが、製造業等にやや
求人数の減少が見込まれるので、現状の数字がしばらく続く
のではないか。

職業安定所（職員） ・新規求職者は減少傾向にあるが、求人数の伸びは鈍化傾向
にある。消費税増税を控え、先行き不透明感がみられる。

民間職業紹介機関（社
員）

・決算期を踏まえた人材需要がでていない一方、登録者数が
減少傾向になっている。事務分野では、例年の求人がでてき
ているが、求職者がいないという現象が現れている。

民間職業紹介機関（支
店長）

・年度末の繁忙需要といえるものがない。また新規注文数な
ども、通常時季とあまり変わりないない。

学校［大学］（就職支
援業務）

・2014年卒業予定の学生に対して引き続き求人が届いてお
り、2015年卒業予定の学生向けの求人も順次届いている。し
かし、前年度と比較して好不調の判断ができるほどの傾向は
現時点ではみられない。

やや悪くなる 人材派遣会社（社員） ・消費税増税後は一旦受注が減ると予想される。
悪くなる － －

雇用
関連

(九州)


